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Exercise in Analysis II TRUSHIN IGOR・宮西　吉久

4 通年(集中) ･不定期

　

非該当

(1)授業の達成目標 【ディプロマ･ポリシー】 ⇔ 【授業の達成目標】
２６SSカリ･理学, ２５SSカリ･理学, ２４SSカリ･理学

【DP5】専門知識に基づいた見識を持ち，その妥当性を理論的に 偏微分方程式の調和解析的解法および関数解析解法を理解する。
説明し，議論する能力

⇔

(2)授業の概要 講義「先端解析学Ⅰ・Ⅱ」の話題をもとに演習を行う。演習を通して、解析学の研究手法を身につける。

(3)授業のキーワ
ード

Sobolev空間、Besov空間

(4)授業計画 第１回：ルベーグ空間
第２回：Marcinkiewiczの補間定理
第３回：急減少関数
第４回：超関数の定義
第５回：超関数の性質
第６回：Sobolev空間の定義
第７回：Besov空間の定義
第８回：ポアンカレの不等式
第９回：Sobolev不等式と埋蔵定理
第１０回：拡張定理
第１１回：Rellichの定理
第１２回：実補間空間
第１３回：BMO空間とハーディ空間
第１４回：楕円型偏微分方程式
第１５回：偏微分方程式への応用
第１６回：復習：Banach空間
第１７回：復習：関数空間
第１８回：復習：Banach空間に値をとる関数
第１９回：消散作用素
第２０回：Gardingの不等式
第２１回：作用素の分数ベキ
第２２回：Heinz-加藤の定理
第２３回：線形作用素の半群
第２４回：解析的半群
第２５回：半群の摂動
第２６回：楕円型境界値問題への応用
第２７回：放物型混合問題への応用
第２８回：非線形偏微分方程式への応用１（熱方程式）
第２９回：非線形偏微分方程式への応用２（Navier-Stokes方程式）
第３０回：非線形偏微分方程式への応用３（その他）

(5)成績評価の方
法

一年間で習得した専門知識と技能を総合評価する。

(6)成績評価の基
準

評価基準は次のとおりである。
90％以上：秀 ／ 89～80%：優 ／ 79～70％：良 ／ 69～60％：可 ／ 59％以下：不可

(7)事前事後学習
の内容

授業中に説明する。

(8)履修上の注意 授業中に質問等への対応方法を知らせます。

(9)質問,相談への
対応

研究室で随時対応する。

【教科書】 特になし

【参考書】 「先端解析学Ⅰ・Ⅱ」の参考書


